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焦電型赤外線センサによる通行判定方式 
－1 人用出入口での通行判定－ 

 

秦淑彦†1  室中菜緒†1 中西柚花†1 藤井貴久†1 
 

ビル利用者の行動に基づき，安全，快適，便利，省エネな空間を提供するスマートビルシステムを実現するため，侵

入検知や照明制御等で広く利用されている安価な焦電型赤外線センサを用いた人感センサネットワークにより，タグ

等を持たない人も含めた行動情報を抽出する研究を行っている．人の有無（動きの有無）だけでなく，通行する人数

を計測するため，デュアルエレメント型のセンサに対して適切な検知エリアを設定することにより，その検知エリア

を通行する人の数と方向を検知する．既に，ゲート通行への適用を想定したプロトタイプを開発し，種々の通行動作

に対する実験を行い，実現可能性を確認している．今回，ゲートが設置されない 1 人用の出入口における通行判定を

考える．建物の構造上，センサは出入口の真上から少し離れた天井に設置するため，斜め方向に通行する動作が発生

し，従来の方法では正しく判定できない．そこで，間口よりも広い範囲を検知するために，複数の検知範囲を有する

単一のセンサを用いる方式と，複数のセンサを用いる方式を提案する．提案方式のアイデアと判定アルゴリズム，通

行実験とその結果について報告する． 

 

Counting Pedestrians with PIR Sensors 
at an One-Person Open Doorway 

 

TOSHIHIKO HATA†1 NAO MURONAKA†1  YUKA NAKANISHI†1 
TAKAHISA FUJII†1 

 

It is very effective to extract human behavior and control building facilities based on the behavior in smart buildings that should 
provide safe, comfortable and convenient environment with energy saving. We have been doing research on extracting the human 
behavior with sensor networks using pyroelectric infrared sensors that are very inexpensive and used widely for security and facility 
control. The sensor networks provide information of human motion but not their quantitative information such as head-counts. We 
consider counting people existing in each area of buildings with counters placed on their entrances and utilize the pyroelectric 
infrared sensor for the people counter. The dual element type sensor with Fresnel lens having one or some pairs of detecting areas 
detects numbers and directions of pedestrians. When the pedestrians are restricted to walk through only a pair of detecting areas 
by partitions, we have already confirmed its feasibility according to experiment for various passing movements with various 
temperature difference between the pedestrians and a floor. We are now trying to count people walking through a doorway. The 
doorway is about one meter width and only one pedestrian can pass through it and the door is open. The sensor can be attached on 
a ceiling near the doorway not the doorway itself. The sensor has to detect the pedestrians walking in various directions and in a 
larger area. We propose a method with one sensor having multiple pairs of detection areas and another with multiple sensors having 
a pair of detection areas. We describe the methods and show some experimental results. 

 
 

1. はじめに   

安全，快適，便利，省エネな空間を提供するスマートビ

ルシステムでは，ビル利用者の行動を抽出し，その行動情

報に基づき設備制御することが有効である．我々は，侵入

検知や照明制御等で広く利用されている安価な焦電型赤外

線センサを用いた人感センサネットワークにより，タグ等

を持たない人も含めた行動情報を抽出する研究を行ってい

る[1][2]．これらの研究では，各センサからは通行者の有無

しか取得できず，人数を計測することはできない． 

そこで，エリアの出入口に人数カウンタを設置してエリ

ア内の在場人数を管理すること，この人数カウンタに焦電

型赤外線センサを利用し安価に実現することを考える．2

つの焦電素子を有するデュアル型のセンサに対して一組の

検知エリアを設定することにより，その検知エリアを通行

する人の数と方向を検知する．ゲート通行への適用を想定
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したプロトタイプを開発し，種々の通行動作に対し，人と

床の温度差を変えて実験した．その結果，非常に狭い間隔

で通行する，かなり温度差が小さいなどの特別な場合を除

き，ほぼ正しく通行判定できることを確認している[3][4]． 

 今回，ゲートが設置されない 1 人用の出入口における通

行判定を考える．建物の構造上，センサは出入口の真上か

ら少し離れた天井に設置するため，斜め方向に通行する動

作が発生し，従来の方法では正しく判定できない．そこで，

間口よりも広い範囲を検知するために，複数の検知範囲を

有する単一のセンサを用いる方式と，複数のセンサを用い

る方式を提案する． 

 本報告では焦電型赤外線センサとゲート通行用の判定方

式を説明した後，1 人用出入り口用の提案方式について述

べ，有効性を確認するための実験と結果について報告する． 
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2. 焦電型赤外線センサによる通行判定 

2.1 焦電型赤外線センサ 

強誘電体が赤外線を受光すると，その熱エネルギーを吸

収して分極が生じ，その変化量に応じて表面に電荷が励起

される．焦電型赤外線センサはこの焦電効果を利用し，人

体などから発せられるわずかな赤外線を検知する[5]．2 つ

の焦電素子を用いるデュアル型センサは，各素子の出力電

圧の極性を逆にし，その差分信号を検出することにより，

人の動きを感度良く環境変化に対しロバストに検知してい

る．さらに，フレネルレンズを用いて，＋極性の素子と－

極性の素子に対するペアの検知エリアを設定する．この検

知エリアを人が通過すると，センサから図 2.1 に示すよう

な出力信号が得られる．一般には，1 つのセンサで広範囲

の人の動きを検知するため，図 2.2(a)のような複数の検知

エリアを構成するフレネルレンズが用いられる． 

既に実用化されている人数カウンタ装置は，画像センサ

や距離画像センサ[6]，アクティブ型のレーザセンサ[7]や超

音波センサ等を用いているが，何れも装置単体，設置工事，

運用（電力消費含む）のコストが高い．それに対し，焦電

型赤外線センサは数百円／個と非常に安価であり，受動型

のため取り付けも容易で消費電力も極めて小さい． 

2.2 ゲート通行用の通行判定方式 

単一の検知エリアを人が通行するのであれば，原理的に

は，通行する人数，速さ，向きなどに応じて異なる波形の

出力信号が得られるはずである．そこで，デュアル型セン

サと，図 2.2(b)に示すような，人の通行検知に適した比較

的小さな単一の検知エリアを構成するフレネルレンズを用

いる．また，通行者が図 2.1 に示す方向で検知エリアを通

行するよう誘導するために，通行ゲートやパーティション

を設置する．1 人の歩行，走行，立ち止まりと 2 人の近接

同方向，双方向に対する出力波形を表 2.1 に示す．  

 

表 2.1 通行動作に対する出力波形 

Table 2.1 Wave shapes for passing movements 

通行動作 出力波形 波形の説明 

「1 人歩行」 
1 人が立ち止ま
らず 0.5m/s～
2m/s で通過 

1m/s～2m/s の場合 
ピーク： ＋－ 

0.5m/s の場合 
ピーク： ＋－＋ 

「1 人走行」 
1 人が立ち止ま
らず 3m/s 以上で
通過 

ピーク： ＋－ 
振幅が小さい 

「立ち止まり」 
1 人が 1m/s で，
ゲート内で一度
1s～2s 立ち止ま
り通過 

 
 
 
 
 
手前立ち止まり 
 
 
 
 
 
中心立ち止まり 
 
 
 
 
 
奧立ち止まり 

 

ピーク： ＋－＋－（＋） 
2 番目と 3 番目のピーク
の振幅が小さい 
 

「近接同方向」 
2 人が 1m/s で，
間隔 20～60cm
あけて同じ方向
に通過 

間隔 20cm 以下の場合 
ピーク：＋－＋－ 
2 番目と 3 番目のピーク
の電位差が小さい 

間隔 30cm 以上の場合 
ピーク： ＋－＋－ 

「双方向」 
1 人が通過した
後，2s 以内に他
の 1 人が逆方向
に通過 

時間間隔が短い場合 
ピーク： ＋－＋－＋ 
3 番目が緩やかなピーク

時間間隔が長い場合 
ピーク： ＋－－＋ 

図 2.1 デュアル型センサと検知信号 

Figure 2.1 Dual type PIR sensor and its output signal

歩行者（熱源） 
デュアル型センサ 

フレネルレンズ

検知エリア 

－
 

＋

＋ －

歩行者の移動

出力信号

デュアル型センサ フレネルレンズ

センサ：RE200B，レンズ NL-11（日本セラミック製） 

図 2.2 フレネルレンズによる検知エリア 

Figure 2.2 Fresnel lens and their detection areas

(a)一般に利用される検知エリア (b)一組の検知エリア 
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基本的には 1 人が立ち止まらずに通行すれば＋－あるい

は－＋のピークパターンを持つ波形が出力される．一方，

立ち止まりでは振幅の大きなピークの間に振幅の小さなピ

ークが発生する．小さなピークは判定に不要であり，除去

しなければならない．ここで，必要なピークを真のピーク，

不要なピークを偽のピークと呼ぶ．偽のピークを除去する

ため，振幅の大きさに基づき正規化を行う．しかし，通行

速度により振幅は変化するため，速度の異なる通行が連続

した場合，真のピークが除去され正しく判定できない．そ

こで，以下のようにピークの真偽を判定し，通行判定する． 

① ピーク候補の検出 

信号波形の傾きの変化からピーク候補を検出する．4 つ

のピークが発生した場合，または一定時間動きがなく通行

判定区間を終了した時に②の処理を行う． 

② ピークの真偽判定 

負の値を有する＋ピークと，正の値を有する－ピークは

偽と判定する．また，連続する奇数番目と偶数番目のピー

クの振幅比を求め，振幅が大きく異なる場合は小さな振幅

のピークを偽と判定する．偽のピークを除去した結果，連

続するピークが同じ符号ならば，一方のピークを除去する． 

③ 通行判定 

真のピークの最初と 2 番目のピークパターンから通行判

定を行い，ピークを削除する． 

このアルゴリズムを実装し，実環境を含む実験を行った

結果，長時間の立ち止まりや通行者同士が非常に接近する

特殊な場合を除き，正確に判定できることを確認した． 

3. 1 人用出入口の通行判定の基本アイデア 

幅 1m 程度の 1 人が通行できる出入口で，ドアは開け放

しの状態における通行判定を考える．センサの取り付けは，

出入口真上に設置できないため，出入口付近の天井となる．

ゲートによる通行の規制がないため，出入口に向かう，あ

るいは離れる際に斜め方向の通行が発生する．従って，間

口よりも広い範囲における動きを検知する必要がある．こ

れを実現するには二つの基本的なアイデアが考えられる． 

① 幅広い検知範囲を有する単一のセンサを設置 

図 3.1(a)に示す単一の幅の広い検知エリア，あるいは図

3.1(b)に示すような，複数の比較的小さな検知エリアを有す

るフレネルレンズとセンサを用いる．進入退出の方向（角

度）が異なっても，＋の検知エリアにおける赤外線は＋の

素子，－の検知エリアにおける赤外線は－の素子が受光す

るので，＋と－のピークを有する信号が出力されるはずで

ある．構成も処理も単純であり，安価に実現できると期待

される． 

② 検知方向の異なる複数のセンサを設置 

 図 3.1(c)に示すような，比較的小さな検知エリアペアを

有する複数のセンサを，異なる検知方向となるよう設置す

る．通行方向に近い角度に設置されたセンサから＋と－の

ピークを有する振幅の大きな信号が出力されるはずであり，

複数センサからの信号を総合的に判断すれば通行判定でき

ると思われる．構成や処理が複雑になる反面，出入口付近

において複数人が存在しても判別できる，進行方向を判定

できる可能性がある． 

4. 単一センサを用いた通行判定方式 

4.1 アルゴリズム検討のための通行実験 

判定アルゴリズムを考えるため，3 つの検知エリアを有

する単一のセンサを用いて通行実験を行い，信号波形を分

析した．センサは高さ 2.65m に取り付け，フレネルレンズ

の一部をテープでマスクし，3 つの検知エリアペアを用い

た．床面での検知範囲を図 4.1 に示す．通行動作は 1 人の

通行，2 人の近接同方向と双方向，速度は 1m/s，通行方向

は 30°～150°まで 15°ずつ変化させ，2 人は各々異なる

角度を通行した．床面と人の温度差は 5℃，10℃，15℃と

して，各々5 回ずつ行い，信号データおよびゲート通行用

判定アルゴリズムの処理データを記録し分析した． 

 

50cm 

15cm 

75cm 

－ 

＋ 

－

＋

－ 

＋ 

45° 

60° 
75° 90° 105°

120°

135°

80cm 

センサ

通行方向

150° 30°

図 4.1 1 つのセンサを用いた通行実験 

Figure 4.1 Experiment for counting pedestrians 

with a sensor having three pairs of detection areas 

図 3.1 1 人用出入口での通行判定のアイデア 

Figure 3.1 Ideas for counting pedestrians walking through 

a one-person open doorway 

(a) 単一の幅広い検知範囲を (b) 複数の検知範囲を有する

  有する単一のセンサ       単一のセンサ 

(c) 検知方向の異なる複数のセンサ 

－

＋

－ 

＋ 

－ 

＋ 

ー

＋

－ 

＋ 

センサ
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その結果，約７割はゲート通行と同様な波形が得られ，

以下の 2 種類が異なる波形として確認された．   

ⓐ 振幅の小さなピークと緩やかなピーク 

センサの真下を通行しない，または＋と－の検知エリア

に同時に存在することにより，図 4.2(a)と(b)に示すような，

振幅の小さなピークと緩やかなピークが発生する．振幅が

非常に小さい，または立ち止まりでかなり緩やかになると，

ピークが検出できない場合がある．  

ⓑ 双方向における－＋－ピーク 

2 人の通行角度が近く，1 人が退出した後にもう 1 人が

進入する場合，図 4.2(c)に示すような，－＋－で＋のピーク

の振幅が大きな波形が出力される．これは，斜め通行によ

り，2 人が同時に＋の検知範囲を通過するためである． 

 

4.2 判定アルゴリズム 

ゲート通行用のアルゴリズムを元に，問題ⓐとⓑに対応

できるよう改良したアルゴリズムを以下に述べる． 

① ピーク候補の検出 

 問題ⓐに対応するため，緩やかなピークも含めて候補と

して検出する．あるセンサが 4 つのピークを検出する，あ

るいは一定時間動きがなく通行判定区間を終了すれば②の

処理を行う． 

② ピークの真偽判定 

負の値を有する＋ピークと，正の値を有する－ピークは

偽と判定する．ゲート通行では振幅比による判定も行うが，

1 人用出入口では問題ⓐが発生するため行わない．偽のピ

ークを除去した結果，連続するピークが＋＋あるいは－－

となれば，一方のピークを除去する． 

③ 通行判定 

 ピークの＋と－のパターンからの通行判定を行う．問題

ⓑに対応するピークパターンを判定に追加する．判定に使

ったピークは削除する． 

5. 3 センサを用いた通行判定方式 

5.1 アルゴリズム検討のための通行実験 

 判定アルゴリズムを考えるため，各々1 つの検知エリア

を有する 3 つのセンサを用いて通行実験を行い，信号波形

を分析した．センサは 2.65m の高さに，検知エリアは外側

から間口に向かう方向に取り付けた．床面での検知範囲を

図 5.1 に示す．通行動作は 1 人の通行，2 人の近接同方向

と双方向，速度は 1m/s，通行方向は 30°～150°まで 15°

ずつ変化させ，2 人は各々異なる角度を通行した．床面と

人の温度差が 7℃，各々5 回ずつ行い，信号データおよびゲ

ート通行用判定アルゴリズムの処理データを記録し分析し

た． 

 

 通行する位置と方向に近い検出範囲を有するセンサから

ゲート通行と同様な波形が得られると期待し，約 6 割の通

行がその通りとなった．期待と異なる場合について，以下

に説明する． 

ⓐ 振幅の小さなピークと緩やかなピーク 

センサの真下を通行しないことにより，図 4.2(a)と(b)に

示すような，振幅の小さなピークや緩やかなピークが発生

する．振幅が非常に小さい，または立ち止まりでかなり緩

やかになるとピーク検出ができない場合もある． 

ⓑ 判定の妨げとなる不要なピーク 

入り口付近で検知範囲が近いため，通行する位置と方向

に近いセンサ以外のセンサから，図 5.2 に示すような，判

定の妨げとなるピークが検出される場合がある．  

ⓒ 双方向における－＋－ピーク 

2 人の通行角度が近く，1 人が退出した後にもう 1 人が

進入する場合，図 4.2(c)に示すような，－＋－で＋のピーク
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(c)双方向における－＋－ピークの波形 

図 4.2 1 人用出入口通行で観察された信号波形 

Figure 4.2 Wave shapes in passing through a one-

person open doorway 

図 5.1 3 つのセンサを用いた通行実験 

Figure 5.1 Experiment for counting pedestrians with 

three sensors 
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の振幅が大きな波形が出力される．これは，斜め通行によ

り，2 人が同時に＋の検知範囲を通過するためである． 

 

5.2 判定アルゴリズム 

3 つのセンサからの信号を統合的に利用した判定方式を

以下に示す．これはⓐ～ⓒの問題にも対応する． 

① 各センサにおけるピーク検出 

 センサ毎にピークを検出する．問題ⓐに対応するため，

緩やかなピークも検出する．あるセンサが 4 つの真のピー

クを検出する，あるいは一定時間動きがなく通行判定区間

を終了すると，このセンサがトリガセンサとなり②の処理

を行う． 

② 統合判定に必要なピークの選択 

 トリガセンサに対して，ピーク数が 4 の場合は最初と 2

番目のピークを，ピーク数が 2 または 3（通行判定区間終

了）であれば全てのピークを統合判定のためのピークとし

て選択する．次に，トリガセンサでないセンサの真のピー

クから，選択されたトリガセンサのピークと発生時刻が近

いピークを判定用のピークとして選択する．ピーク数が 4

で統合判定をする場合は，トリガセンサの 2 番目と 3 番目

のピークの中間の時刻以前に発生したピークを選択する．

通行判定区間終了で統合判定する場合は，その終了時刻か

ら一定時間以前に発生したピークを選択する．  

③ 選択されたピークから不要なピークを削除 

 1 人の通行動作により複数センサでピークが発生する．

全てのピークの組み合わせに対して通行判定を行うと，組

み合わせが多くなり効率的に判定できない．そこで，同じ

通行動作から発生したピークの一つだけを残し，他を削除

する．符号が同じで発生時刻が近いピークを同じ通行動作

によるものと判定し，振幅の小さいピークを削除する． 

④ ピークのパターン，発生時刻と振幅値による通行判定 

 基本的には各センサのピークパターンの組み合わせで，

人数と通行方向を判定する．振幅比は双方向と立ち止まり

の識別，発生時刻は近接同方向と立ち止まりの識別に利用

する． 

6. 実験 

6.1 実験方法 

図 6.1 に示す通行判定装置を天井に取り付け，4 章と 5 章

の実験と同様な通行動作で，往復 5 回ずつ行った．床面と

人の温度差は単一センサの場合は 5℃，10℃，15℃，3 セン

サの場合は 15℃である． 

単一センサの判定アルゴリズムは通行判定装置のマイ

コン上で動作し，処理結果を LAN 経由でパソコンに伝送

する．また，3 センサの場合は，各通行判定装置でピーク

候補を検出して LAN 経由でパソコンに伝送し，その後の

処理は全てパソコン上で行う． 

 

6.2 単一センサ方式に対する通行実験 

表 6.1 に，各通行動作に対して正しく判定した正答率を

示す．参考として，3 つの検知範囲を有する同じセンサを

使い，ゲート通行用アルゴリズムで判定した結果も記載し

ている． 

 

表 6.1 単一センサ方式の通行判定結果（正答率%） 

Table 6.1 Experimental results of counting people with a sensor 

通行動作 
単一センサ 

アルゴリズム 
ゲート通行用 
アルゴリズム 

15℃ 10℃ 5℃ 15℃ 10℃ 5℃ 
1 人歩行 100 100 94 100 100 73 

立ち止まり 99 88 79 81 94 72 
近接同方向 97 99 92 99 100 43 

双方向 74 81 80 63 64 20 
全ての動作 93 92 86 86 90 52 

 

全般に高い正答率が得られており，通常の通行動作であ

る 1 人歩行はほぼ 100%，立ち止まりと近接同方向も 5℃以

外は 88%以上の正答率である．双方向は 74%～81%と他と

比較して低くなっている．ゲート通行用アルゴリズムの結

果と比較すると，全体として正答率が向上しており，ⓐと

ⓑの対策による効果が現れている． 

ゲート通行でも確認された問題であるが，温度差が小さ

くなると振幅が小さくなり，ピークが検出されず正答率が

図 5.2 判定の妨げとなるピーク 

Figure 5.2 A peak that should be removed for the desicion
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図 6.1 通行判定装置 

Figure 6.1 Prototype device for counting pedestrians 
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低下している． 

その他，正しく判定できない事項を以下に示す． 

 双方向と立ち止まりにおいて，ピークパターンと振幅

が同様の波形が発生し，区別できない場合がある．閾

値を変更することである程度改善できると思われる． 

 振幅比によるピークの真偽判定を行わなかったため，

削除できない偽のピークがある．しかし，この判定を

行うと副作用が大きく，別の方法を考えねばならない． 

6.3 3 センサ方式に対する通行実験 

表 6.1 に，各通行動作に対して正しく判定した正答率を

示す．ゲート通行用アルゴリズムの正答率は，通行する位

置と方向の最も近い検知範囲を有する 1 つのセンサの判定

結果である． 

 

表 6.1 単一センサ方式の通行判定結果（正答率%） 

Table 6.1 Experimental results of counting people with a sensor 

通行動作 
単一センサ ゲート通行用 

15℃ 15℃ 

1 人歩行 100 86 

立ち止まり 90 48 

近接同方向 92 69 

双方向 95 53 

全ての動作 94 64 

 

全般に高い正答率が得られており，通常の通行動作であ

る 1 人歩行が 100%，それ以外の通行も 90%以上正しく判

定されている．ゲート通行用アルゴリズムの結果と比較す

ると，全ての通行でかなり正答率が高くなっている．立ち

止まりと双方向では，問題ⓐとⓒの対策による効果が現れ

ている． 

 正しく判定できない事項を以下に示す． 

 双方向と立ち止まりにおいて，ピークパターンと振幅

が同様の波形が発生し，区別できない場合がある．閾

値の判定条件を追加することで改善できる可能性が

ある． 

 同じ通行動作から発生するピークを全て正しく削除

できない． 

 複数人の通行において，判定に必要なピークではない

ピークが選択される場合がある．判定に必要なピーク

選択の方法を改良できる余地がある． 

 

6.4 総合評価 

 表 6.3 に 6.1 および 6.2 で示した通行判定結果と，ゲート

通行の判定結果をまとめて示す．この表のゲート通行はゲ

ートで仕切ることにより 1 つの検知エリアを通行するよう

にした場合の結果であり，1 人用出入口の通行をゲート通

行用アルゴリズムで判定したものではない． 

 

表 6.3 1 人用出入口およびゲート通行での通行判定結果 

Table 6.3 Experimental results of counting pedestrians passing 

through a one-person doorway and passing between partitions 

 1 人用出入口 

ゲート通行 

通行動作 
3 セ

ンサ
1 センサ 

15℃ 15℃ 10℃ 5℃ 15℃ 10℃ 5℃
1 人歩行 100 100 100 94 100 100 100
立止り 90 99 88 79 90 90 90

近接同方向 92 97 99 92 100 100 100
双方向 95 74 81 80 70 90 100

全ての動作 94 93 92 86 90 95 98

 

 1 人用出入口の 3 センサについては，まだ温度差 15℃の

データしか得られていないが，単一センサの 15℃の結果と

比較すると，立ち止まりと近接同方向は正答率が 5～9%低

く，双方向は 21％高くなっている．立ち止まり，近接同方

向，双方向は連続して 4 個以上のピークが発生する動作で

あり，パラメータの設定などによりトレードオフがあるた

め，3 センサは双方向，1 センサは立ち止まりと近接同方向

において，良い結果になったと考えられる．しかし，図 6.2

に示すように，双方向において 2 人が異なる角度で同時に

検知範囲に存在すると，3 センサの場合は 2 つのセンサで

各々の通行に対応する信号が出力され通行を正しく識別で

きるが，1 センサの場合は 2 人の通行動作が合成された波

形となり正しく識別できない．従って，1 センサの場合，

双方向の判定を改善するには限界がある． 

 1 人用出入口は通行ゲートによる動きの規制がないにも

かかわらず，ゲート通行と比べてそん色ない良い結果が得

られているといえる． 

 

(a)単一センサにおける

通行と信号波形 

(b)3 センサにおける

通行と信号波形 

図 6.2 双方向 45°退出→135°進入における信号波形

Figure 6.2 Wave shapes of walking outward in 45 degree and 

inward in 135 degree 
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7. まとめ 

1 人用の出入口における通行判定として，間口よりも広

い範囲を検知するために，複数の検知範囲を有する単一の

センサを用いる方式と，複数のセンサを用いる方式を提案

した．種々の通行動作から得られる信号波形に基づき判定

アルゴリズムを考え，通行実験を行った．両方式とも，通

常の通行である 1 人歩行はほぼ 100%，その他の通行も比

較的高い正答率であり，ゲート通行と比べてもそん色ない

判定ができていることを確認した． 

今後は，実環境での検証実験を行う予定である．また，

同時に複数人が通行できる廊下や出入口での通行判定につ

いても取り組んでいく． 

 

 謝辞 平素より貴重なご助言を頂く三菱電機株式会社
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